
イノベーションハブ
構築支援事業報告会

2019年4月24日(水)13:00～17:30

於 秋葉原コンベンションホール

国立研究開発法人が創る新たな
研究開発手法･産学官連携手法とその展開

パネルディスカッションにおけるショートプレゼンテーション
山口 栄一 (京都大学大学院教授)
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世界の科学アクティビティの変遷
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日本の科学：各分野のアクティビティの変遷
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研究開発法人の科学アクティビティの変遷
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研究開発法人の科学アクティビティの変遷
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1. その目標に向かう苦労、工夫、課題を教えてほしい。

2. 本事業によって、新たに獲得した機能を教えてほしい。
その発展への展望は如何か。

3. 国立研究開発法人が今後新たに持つべき機能や制度に
ついて教えてほしい。

パネルディスカッションの論点
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